
 
令和７年度［丹後織物業の景況・動向調査］ 報告書 

 
［令和 8年 3 月 公益財団法人 京都産業 21北部支援センター］ 

 
(公財)京都産業 21北部支援センターでは、丹後地域の織物業の景況・動向を把握し、関係機関等の支

援施策等での活用を目的に、丹後織物事業者のアンケート調査を実施しましたので報告します。 

 

■調査対象  丹後地域の織物事業者（委託業者）137 事業者 

■調査時期  令和 8年 1～3月 （前回調査期間：令和 7年 1～3月） 

■回 答 数  79事業者（回答率:58％※内訳は以下のとおり） 

〇所在地別    京丹後市 40(51％) 与謝野町 39(49％) 

〇主たる生産品別 白生地 32(40％) 帯地 21(27％) 先染着尺 9(11％) 金襴・御守 2(3%) 

服地 4(5％) ネクタイ 2(3％) その他 9(11%)  

■調査方法  調査票の郵送及び WEBを活用したアンケート調査に加え、一部事業者に対しヒア 

リングを実施 

※参  考  令和 7 年丹後ちりめん生産量 10.9 万反／前年比 82％（丹後織物工業組合データから引用） 
 

Ⅰ ［景況］集計概要 

※景況指数ＤＩ値：「非常に良い」「良い」と回答した企業の割合から「非常に悪い」「悪い」と回答した企業

の割合を差し引いた値。 

□現在の景況感  ：ＤＩ値は－53、前回の－60 に比べ 7ポイントの改善であるが、前々回の 

ＤＩ値－45に比べ 8ポイントの悪化であり、依然として厳しい状況が続い 

ている。 

□今後の見通し  ：ＤＩ値は－62となり、前回の－60に比べ 2ポイントの悪化。「非常に悪 

い」「悪い」の回答を合わせると 68％（前回 70％、前々回 61％）となり先 

行きの不安感はなお続いている。 

□現在の採算状況  ：「黒字」から「赤字」の割合を差し引いた値は－23 となり、前回に比べ 

36 ポイントの悪化。 

□生産・受注量   ：「増加」から「減少」の割合を差し引いた値は－38 となり、前回に比べ 

13ポイントの悪化。 

□今後の受注見通し：「増加」から「減少」の割合を差し引いた値は－33 となり、前回に比べ 

1 ポイントの悪化。 

 □資金繰りの状況 ：「普通(不変)」が 47件(61％)の最多の回答となり、「悪化」が 29件 

(38％)となった。 

＜景況指数ＤＩ値の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ ［経営を取り巻く課題］集計概要 （回答数の多い項目・回答数抜粋） 

□現在の経営に関わる課題：「糸価など原材料価格の負担」が 41件の最多の回答となった。 

□従業員数の状況    ：「適当」が 47件（66％）の最多の回答となった。 

□技術継承が必要な業務 ：「織機調整」が 55件の最多の回答となった。 

□事業承継の予定    ：「引き継ぐ予定はない」が 28件(36％)の最多の回答となった。 

Ⅲ ［今後必要な支援等］集計概要 （回答数の多い項目・回答数抜粋） 

・「設備導入や織機修理等への支援」が 52件の最多の回答となり、以下、「後継者・人材育成支 

援」32件、「補助金等の充実」21件の順であった。 
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［事業所］集計
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■代表者の年齢■ ■事業形態■ 

■事業規模 稼働中の織機台数■ 

■事業規模２ 内機従事者数■ ■事業規模３ 出機従事者数■ 

■主たる生産品目■ ■主たる取引先■ 

①40～59歳

22件, 28%
②60歳以上

57件, 72%
年齢

①内機のみ

39件, 49%

②出機のみ

16件, 20%

③内機出機

24件, 31%

事業形態

①1～4台

15件, 20%

②5～9台

29件, 38%

③10～14台

12件, 16%

④15～19台

8件, 10%

⑤20台以上

12件, 16%

稼働中

台数合計

①1～4台

23件, 40%

②5～9台

22件, 38%

③10～14台

4件, 7%

④15～19台

4件, 7%

⑤20台以上

5件, 8%

稼働中

内機台数

①1～4台

10件, 26%

②5～9台

16件, 41%

③10～14台

4件, 10%

④15～19台

1件, 3%

⑤20台以上

8件, 20%

稼働中

出機台数

①1～4人

44件, 75%

②5～9人

5件, 9%

③10～14人

5件, 8%

④15～19人

3件, 5%

⑤20人以上

2件, 3%

内機従事者
①1～4人

17件, 53%

②5～9人

8件, 25%

③10～14人

4件, 13%

④15～19人

1件, 3%

⑤20人以上

2件, 6%

出機従事者

①問屋

41%

②メーカー

49%

③百貨店

1%

④その他 9%

主たる

取引先

①白生地・紋

21%

②白生地・

無地 2%

③白生地・

襦袢 3%

④白生地・小物 14%⑤帯地 27%

⑥先染着尺

11%

⑦金襴・御守

3%

⑧服地 5%

⑨ネクタイ 3%
⑩その他 11%

主たる

生産品目



［景況］集計 
 

※ＤＩ値は、「非常に良い」「良い」と回答した企業の割合から「非常に悪い」「悪い」と回答した企業の割合を差し引いた値 

１ 現在の景況感 

 

DI 値※ 
R7 年 

(ポイント) 

前年比較 

(ポイント) 

●全 体 −53 +7 

白 生 地 −77 -15 

白・小物 −54 +4 

帯  地 −47 +9 

先染着尺 −45 +55 

洋  装 −34 +23 

 

２ 今後の景況見通し 

 

DI 値※ 
R7 年 

(ポイント) 

前年比較 

(ポイント) 

●全 体 −62 -2 

白 生 地 −85 -18 

白・小物 −64 -6 

帯  地 −62 -27 

先染着尺 −67 +33 

洋  装 −15 +58 

 

３ 令和７年の採算状況 

 

黒字―赤字 
R7 年 

(ポイント) 

前年比較 

(ポイント) 

●全 体 -23 -36 

白 生 地      -47 -73 

白・小物 -27 -19 

帯  地 -38 -32 

先染着尺 -11 -11 

洋  装 +33 -17 

 

４ 令和７年の生産・受注量 

 

増加―減少 
R7 年 

(ポイント) 

前年比較 

(ポイント) 

●全 体 -38 -13 

白 生 地 -52 -38 

白・小物 -37 -12 

帯  地 -40 -11 

先染着尺 -44 +6 

洋  装 -49 -39 

 

33%

11%

5%

9%

9%

33%

43%

46%

5%

29%

67%

56%

33%

36%

57%

47%

19%

18%

29%

15%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①非常に良い ②良い ③普通 ④悪い ⑤非常に悪い

17%

1%

17%

5%

5%

17%

33%

28%

36%

15%

26%

33%

67%

48%

55%

60%

54%

16%

19%

9%

25%

14%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①非常に良い ②良い ③普通 ④悪い ⑤非常に悪い

50%

22%

9%

5%

14%

33%

45%

62%

55%

43%

49%

17%

33%

38%

36%

52%

37%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①黒字 ②トントン ③赤字

17%

5%

9%

7%

17%

56%

50%

45%

48%

48%

66%

44%

45%

46%

52%

45%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①増加 ②横ばい ③減少



37件

25件

41件

33件

37件

21件

24件

19件

11件

0 10 20 30 40 50

売上・受注の不足

工賃が不十分

糸価など原材料価格の負担

精練加工など外注加工費の負担

機器など修繕費の負担

人件費の負担

従業員の確保

取引先の確保

その他

件数（件）

６ 令和７年の資金繰りの状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［経営を取り巻く課題］集計 
 

１ 現在の経営に関わる課題について（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 従業員数の状況について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の生産受注見通し 

 

増加―減少 R7 年 

(ポイント) 

前年比較 

(ポイント) 

●全 体 -33 -1 

白 生 地 -55 -10 

白・小物 -45 +5 

帯  地 -28 +7 

先染着尺 -22 -72 

洋  装 -20 +30 

 

20%

11%

10%

5%

9%

40%

56%

52%

55%

35%

49%

40%

33%

38%

45%

60%

42%

洋 装

先染着尺

帯 地

白・小物

白 生 地

全 体

①増加 ②横ばい ③減少

①不足気味, 

21件, 30%

②適当,

47件,66%

③過剰気味, 

3件, 4%

※全件数 248 

※回答数 71 

①好転（改善）, 

1件, 1%

②普通（不変）, 

47件, 61%③悪化, 

29件, 38%

※回答数 77 



 

３ 技術継承が必要な業務について（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業承継の予定について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［今後必要な支援等］集計 
     

 今後必要と考えられる施策・支援等について（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41件

55件

29件

18件

6件

0 10 20 30 40 50 60

製織

織機調整

準備工程

製品企画・開発

その他

件数（件） ※全件数 149 

32件

16件

11件

52件

9件

13件

21件

3件

0 10 20 30 40 50 60

後継者・人材育成支援

国内販路開拓への支援

国外販路開拓への支援

設備導入や織機修理等への支援

IT・AI活用への支援

新素材・新商品開発への支援

補助金等の充実

その他

件数（件） ※全件数157

①引き継ぐ

予定がある, 

20件, 25%

②引き継ぐ

予定はない, 

28件, 36%
③引き継ぐ先を

探したい, 

6件, 8%

④わからない, 

24件, 31%

※回答数 78 



丹後織物事業者の主な意見等 
 

＜景況感等について＞ 

〇和装需要の減少による販売不況、原材料価格も高騰しており厳しい状況が続いている。 

〇川下の荷動きが悪く生産は減少している。生糸価格や精練代が値上がりするなかで、産地では価格転嫁が 

進んでいない。 

〇あらゆる物価が上がっており、和装までお金が回ってこず、和装離れが加速している。 

〇猛暑などの影響から紋意匠の売れ行きが悪く、薄手のものの需要があることから擬紗を製織している。 

〇結婚式、披露宴が減少するなど社会の変化からフォーマル着物の需要が減少している。 

〇時代の変化とともに和装小物の使用が減っており、売上が減少している。 

〇レンタル用の襦袢、帯揚等で合成繊維製品が多くなっており、今後、この動きは加速すると思われる。 

〇織り手が減少しており、仕事があっても出機がいない状況。 

〇廃業等により生産できるところが減っており、その分の受注が入ってきている。 

〇機料品の安定供給と機械修理の場ができればありがたい。 

〇織り手不足に加えて、機料品不足・織機調整人材不足など機器保守に関わる問題が大きい。今後、織機調 

整・ジャカードなどの機器修理・メンテナンスができる業者や人材を確保することが必要。 

 

＜力を入れている取り組みや新しい動きについて＞ 

〇和装関連以外にインテリアや服地の提案を強化しており、国内外での販路開拓に取り組んでいく。 

〇デジタルを活用して省人化と賃金引き上げの実現に向けた生産性を高めるために DXを進めている。 

〇国内の市場は縮小しているため、海外ニーズに応じた新商品の企画・開発を進めていきたい。 

〇内製化を進め、完成品（BtoC）の企画をしていきたい。 

〇織物業のほか、飲食店営業など経営の多角化。 

 

                                                    

 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

令和 8 年(2026 年)3 月 調査・編集・発行 

公益財団法人京都産業 21 北部支援センター 

〒627-0004 京都府京丹後市峰山町荒山 225 

丹後・知恵のものづくりパーク内 

TEL：0772-69-3675 FAX：0772-69-3880 E-mail：hokubu@ki21.jp 
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